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	名古屋商工会議所
	～大学の研究シーズと企業の技術をつなぎ、
	新たな連携の可能性を探る～
	本イベントでは、大学の研究内容や企業の技術を知り、企業と大学の参加者が直接交流する
	ことで、共同研究や技術開発など、今後の連携につながるきっかけづくりを目指していきます。
	「大学と一緒に新しい技術を開発したい」、「自社の技術を研究に活かしたい」、「大学の研究者
	と対話してみたい」そんな企業の皆さまのご参加をお待ちしています。

	11月27日 (金)
	14:00-18:00
	開催日時
	会場


	名古屋工業大学
	4号館　産学官連携交流スペース
	プログラム
	【登壇者紹介】

	●第1部　共同研究事例発表
	「地球上で家に困る人々が快適で丈夫な家をもつ
	　　　あたりまえを実現するインスタントハウス」
	北川 啓介 先生

	●第2部　研究シーズ  プレゼンテーション
	●第3部　ラウンドテーブル
	①「光で清潔・快適性が持続するスマート繊維」
	物理工学科 応用物理分野   准教授　本田 光裕 先生

	②「安全・防災に向けた紐伏センサー素子を
	　　　　　　　　　　活用した常態乖離検知技術」
	参加費
	定員


	40名
	無料
	申込
	方法
	③「背部と臀部への振動提示技術の事業化検証」
	申込期限：11月19日 (木)

	①～③の詳細、登壇者紹介は、裏面をご覧ください

	●第4部　ネットワーキング交流会
	名古屋商工会議所　産業振興部モノづくり・次世代産業グループ　担当：地引
	TEL：052-223-8601　　mail：Jibiki＠nagoya-cci.or .jp



	研究シーズ詳細・登壇者紹介
	「地球上で家に困る人々が快適で丈夫な家をもつあたりまえを実現するインスタントハウス」
	名古屋工業大学   社会工学科   建築・デザイン分野 教授
	株式会社 LIFULL Archi Tech  代表取締役社長CEO

	北川 啓介 先生
	【解決できる課題】
	従来の建築の「重い・高価・長工期・専門技術が必要」という制約を覆し、軽量・低コスト・短工期で誰でも施工できる
	空間構築技術を提供。高い断熱性・居住性を備えた「インスタントハウス」による迅速な避難環境の整備に加え、廃棄
	衣服や食品廃棄物を建材に活用する技術により、資源循環と環境負荷低減を実現します。

	【 連携したい企業・業界 】
	　● 建設・不動産・観光：グランピング、遊休地活用、ワーケーション拠点の展開
	　● 防災・自治体・インフラ：避難所・仮設住宅の迅速な配備、断熱空間の整備・備蓄


	　● 教育・官公庁・企業CSR：企業版ふるさと納税を活用した学校へのインスタントハウス展開
	　● アパレル・食品・環境リサイクル：廃棄繊維・食品残渣を活用した循環型・ゼロカーボン建材の開発
	①「光で清潔・快適性が持続するスマート繊維」
	名古屋工業大学   物理工学科  応用物理分野  准教授

	本田  光裕 先生
	【解決できる課題】
	【連携したい企業・業界】
	②「安全・防災に向けた紐伏センサー素子を活用した常態乖離検知技術」
	名古屋工業大学   電気・機械工学科   電気電子分野   教授

	岸 直希 先生
	【解決できる課題】

	【 連携したい企業・業界 】
	　● バッテリー・EV・新エネルギー：蓄電池等の熱暴走検知　● インフラ・プラント・電力：送電線・発電設備・サイロ等の火災予防

	③「背部と臀部への振動提示技術の事業化検証」
	名古屋工業大学   工学部情報工学科３年
	鈴木唯我 氏

	【想定する課題・活用場面】
	【連携したい企業・業界】


